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浄土真宗の宗風・・現世祈祷や、まじないを行わず、占いなどの迷信にたよらない
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3 月 22 日（金）午後 2 時より、大阪教区・法栄

寺前住職・小林顯英先生をお招きして春の彼岸

会法座を開催いたしました。今回は浄土真宗で

の葬儀に関わる仏事の本来の意味などについて

ご講話頂きました。

２０名の参拝がありました。

【講演主旨】

少し以前までは、亡くなりますと、お家の人が

お寺に電話を入れて、「○○が今、亡くなりま

した。枕経をお願いします」とお願いしたものです。近年は葬儀屋さんが葬儀の一切

の段取りをしますから、枕経の依頼というものはなくなりました。

ところで、この枕経という言葉ですが、故人の枕元でお勤めをするということからこ

の名がついたのでしょうが、正式には「臨
りんじゅうごんぎょう

終勤行」と言います。これは本来、臨終を

迎える本人が、導師となって阿弥陀さまにお礼を申し上げる生涯最後のお勤めです。

阿弥陀さまは「我、名号（南無阿弥陀仏）になりて、衆生（私たち）に到り、衆生と

ともに浄土に往生せん。もし衆生生まれずば我も帰らず」とお誓い下さいました。

学僧・原口針水和上は「我称
とな

え　我聞くなれど　南
な む あ み だ

無阿弥陀仏　連れてゆくぞの　

弥
お や

陀の呼び声」とそのご本願のお心を讃嘆されました。

このように、浄土に往生させずにはおかないという阿弥陀さまのご本願のお救いのハ

タラキの確かさを喜んでいくのが、念仏者の人生です。

その阿弥陀さまのご本願に出遭えたことを喜び、「私のいのちは浄土に生まれ仏にさせ

ていただくいのちだったのですね。ありがとうございます。南無阿弥陀仏、南無阿弥

陀仏」と阿弥陀さまにお礼を申し上げるのが臨終のお勤めなのです。

そうは言っても、息も絶え絶えの臨終にあって、お礼のお勤めをすることは実際には

なかなか難しいことです。そこで「いのち」終える時、お坊さんに来ていただき、代っ

てお勤めをしているのが大方の臨終勤行です。

葬儀に関わる仏事は、この臨終勤行を初め通夜勤行（お通夜）・葬場勤行等々、ありま

すが、これらの仏事はあくまで故人を偲びつつ、故人の浄土往生を尊いご縁として、

残された者が仏恩報謝の念いを深める仏事にしていくことが大事なことです。
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